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2広報きほく2024年12月号

　今回の水産コラムは「タカノハダイ」です。漢字では「鷹羽鯛」と
書きます。体長は40cm程度が一般的で、体側には斜めに茶褐色のしま
模様がきれいに入っており、尾ビレには白い斑点があるのが特徴です。
この体の模様がタカの羽に似ていることから、タカノハダイと呼ばれ
ているそうです。
　沿岸の海藻が生えている岩礁域に生息しており、小型の甲殻類などを
捕食しています。タカノハダイの旬は10月ごろから3月にかけてです。
磯臭いといわれることがありますが、白身で脂がのっていて、活魚で
あれば刺し身で食べられます。その他には、塩焼き・揚げ物・干物な
どで食べるのもおすすめです。
【豆知識】タカノハダイは地域によって「ヒダリマキ」・「タカッパ」・「キ
コリ」・「シカウオ」などさまざまな呼び名があるのも面白いですね。
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今月の表紙 　 F r o n t  c o v e r  

タカノハダイ
54vol.vol.

広報きほく12 月号 ～ Content s ～

権兵衛の故郷走ろう大会

権兵衛の故郷走ろう大会が開催されました。参加

者たちは晴れ晴れとした空気の中、沿道からの声

援を背にゴールを目指して走りぬきました。
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さ　 と
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各講座に30分間の相談会があります。講座内容に準じた内容のご質問にお答えします。
実施会場は、バリアフリーに配慮した施設です。（スロープ、エレベーターなど）
施設によりバリアフリーの配慮内容が異なる場合があります。

〇新しくアプリをインストールし
　てみよう
〇インターネットを使ってみよう

スマホを使ってもっと暮らしを便利に！

本庁企画課　TEL（46）3113 
 【受付時間】平日のみ  午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※定員に達ししだい、受け付けを終了します。

※講習会では貸し出し用のスマートフォンを使用します。
※定員は各講座 4 名です。（先着順）

問い合わせ・申し込み

午前 9 時 30分～正午

午後 2 時～ 4 時 30分

午前 9 時 30分～正午

午後 2 時～ 4 時 30分

午前 9 時 30分～正午

午後 2 時～ 4 時 30分

午前 9 時 30分～正午

午後 2 時～ 4 時 30分

午前 9 時 30分～正午

午後 2 時～ 4 時 30分

①

②

①

②

①

②

③

④

①

②

内 容時間場所日程

12/13（金）

12/17（火）

12/18（水）

12/19（木）

12/20（金）

引本会館

長島多目的会館

中里集会所

東長島公民館

東長島公民館

〇地図アプリを使おう
〇メッセージアプリを使おう

〇マイナンバーカードを健康保険
　証として利用しよう・公金受取
　口座の登録をしよう
〇FUN＋WALK アプリを使って楽
　しく歩こう

〇ハザードマップポータルサイトでさ
　まざまな災害のリスクを確認しよう
〇デジタルリテラシーを身に着け
　て安心・安全にインターネット
　を楽しもう



樋
口
泰
生 

議
員

獣
害
被
害
の
現
状
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

問
　

８
月
14
日
に
ツ
ヅ
ラ
ト
峠

に
お
い
て
ク
マ
に
よ
る
人
身

被
害
の
通
報
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
７
月
に
は
農
業
者
か
ら
サ
ル
に
よ

る
農
産
物
被
害
の
訴
え（
悲
痛
の
声
）

が
農
林
水
産
課
に
で
て
い
ま
す
。
本

町
の
現
状
認
識
と
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
ま
す
。

答　
町
長　
サ
ル
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
は
、
農
業
を
営
む

方
々
に
と
っ
て
営
農
意
欲
を
そ
が
れ

る
と
と
も
に
、
収
入
に
も
影
響
す
る

な
ど
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、

本
年
度
に
、
町
内
の
複
数
の
場
所
で

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
や
出
没

情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
人

身
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

一
層
の
注
意
喚
起
の
た
め
県
ク
マ
ア

ラ
ー
ト
警
報
が
本
町
に
も
発
表
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ク
マ
の
存
在
を
身

近
に
感
じ
る
と
同
時
に
、
危
険
な
動

物
だ
と
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
三
重
県
指
定
希
少
野
生
動
植
物

種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
今

後
、
県
な
ど
と
も
相
談
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
町
の
獣
害
対

策
は
、
猟
友
会
と
連
携
し
た
有
害
鳥

獣
駆
除
、
農
村
見
守
り
支
援
員
に
よ

る
追
い
払
い
や
捕
獲
、
農
地
の
電
気

柵
設
置
な
ど
に
必
要
な
資
材
購
入
費

へ
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
サ
ル
対
策

は
、
地
元
猟
友
会
や
伊
勢
農
業
協
同

組
合
、
町
な
ど
に
よ
る
、
紀
北
町
鳥

獣
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、

雌
ザ
ル
を
捕
獲
し
て
発
信
器
を
取
り

付
け
る
調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
今
後
、
サ
ル
の
頭
数
を

減
ら
す
よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
対

策
及
び
金
利
施
策
の
現

状
に
つ
い
て

問
　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
本
町
に
お

け
る
経
済
対
策
ま
た
は
物
価

高
対
策
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

成
果
・
効
果
の
検
証
は
な
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
特
に
金
融
施
策

（
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
）
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
強
化
策
を
検
討
さ
れ

て
い
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
本

町
の
経
済
対
策
お
よ
び
物
価

高
対
策
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
促
す
た
め
地
域
生
活
応
援
商
品

券
事
業
を
本
年
度
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
小
規

模
事
業
者
の
経
営
の
安
定
と
改
善
を

図
る
た
め
、
商
工
会
を
経
由
し
た
政

府
系
金
融
機
関
が
実
施
す
る
、
小
規

模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

の
利
子
補
給
事
業
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
方
に
対
す
る
別
枠
融
資
を
受
け
た

各
事
業
者
の
方
々
に
町
単
独
事
業
で

利
子
補
給
を
継
続
し
て
お
り
、
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
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 9 月 定 例 会 は 、 9 月 3 日 か ら 1 3 日 ま で の 1 1
日 間 の 会 期 で 開 催 さ れ ま し た 。
　 今 回 の 定 例 会 で は 、 人 事 案 件 や 補 正 予 算 な ど の
町 長 提 出 議 案 1 0 件 、 認 定 5 件 、 報 告 2 件 、 発 議
2 件 、 意 見 書 案 1 件 を 審 議 し ま し た 。
　 9 月 3 日 の 開 会 日 に は 、 人 事 案 件 2 件 を 適 任 と
答 申 お よ び 同 意 し 、 そ の 他 の 議 案 に つ い て 提 案 説
明 お よ び 内 容 説 明 の あ と 、 各 議 案 に 対 す る 質 疑 を
行 い 、 各 常 任 委 員 会 に 付 託 し ま し た 。 ま た 、 決 算
特 別 委 員 会 を 設 置 す る 発 議 を 可 決 し 、 認 定 案 件 を
付 託 ・ 継 続 審 査 と し ま し た 。
　 1 0 日 、 1 1 日 は 、 9 名 の 議 員 が 一 般 質 問 を 行
い ま し た 。
　最 終 日 の 1 3 日 に は 、 各 常 任 委 員 長 か ら 付 託 さ
れ た 議 案 の 審 査 経 過 と 結 果 の 報 告 、 質 疑 、 討 論 が
行 わ れ 、 議 案 8 件 と 紀 北 町 議 会 委 員 会 条 例 の 一
部 を 改 正 す る 条 例 を 可 決 、 意 見 書 案 1 件 を 否 決
し て 閉 会 し ま し た 。
　な お 、 決 算 特 別 委 員 会 に 付 託 さ れ た 認 定 案 件 は 、
閉 会 中 に 審 査 を 行 う こ と に な り ま し た 。

令
和
6
年
9
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和 6年 9月定例会 》



９月定例会報告

で
、
現
時
点
で
は
町
単
独
事
業
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

人
口
減
少
社
会
・
観
光

関
連
産
業
の
現
状
と
活

性
化
施
策
に
つ
い
て

問
　

２
０
４
０
年
に
は
本
町
の

人
口
は
約
４
割
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
機

能
維
持
が
困
難
に
な
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
将
来
を
展
望
し
た
際
に

事
業
継
続
や
雇
用
創
出
な
ど
地
域
経

済
の
維
持
・
活
性
化
の
取
り
組
み
が

最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
観
光
関
連
産
業
の
現
状

を
い
か
に
捉
え
、
育
成
・
発
展
さ
せ

て
諸
課
題
の
解
決
に
役
立
て
る
か
お

聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
本
町
は
、
雄
大
な

自
然
が
魅
力
の
観
光
地
と
し

て
来
訪
者
が
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
訪
れ
る
方
が
増
え
、
町
内
で
の

消
費
が
拡
大
し
、
観
光
関
連
産
業
が

活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
か
の

産
業
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
、

定
住
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
寄

与
す
る
好
循
環
が
生
ま
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
観
光
施
策
を
発
展

さ
せ
て
い
く
上
で
は
、
地
域
資
源
、

地
域
の
持
つ
強
み
、
弱
み
を
し
っ
か

り
と
捉
え
た
上
で
、
一
つ
一
つ
課
題

解
決
に
向
け
て
前
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
観
光
と
各
産
業
と

の
連
携
強
化
は
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
、
必
要
不
可
欠
と
い
う
認
識
に

基
づ
い
て
、
観
光
振
興
プ
ラ
ン
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。

𦚰
昭
博 

議
員

紀
北
町
が
管
理
す
る
道

路
照
明
灯
及
び
街
灯
に

つ
い
て

問
　
現
在
、水
銀
ラ
ン
プ
の
製
造

は
中
止
と
な
り
、
２
０
２
７

年
に
は
蛍
光
ラ
ン
プ
も
中
止
と
な
り

ま
す
。
建
設
課
が
管
理
す
る
道
路
照

明
灯
お
よ
び
街
灯
約
６
４
０
灯
の
う

ち
、
約
４
０
０
灯
が
今
後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
灯
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
危
機
管
理
課
が
管
理
す
る
蓄

電
式
の
避
難
路
照
明
に
も
水
銀
灯
が

多
数
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設
課

で
は
、
故
障
な
ど
の
際
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
灯
に
交
換
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
計
画
的
に
ま
と
め
た
台
数
で

行
え
ば
、
効
率
が
上
が
り
工
事
費
も

安
く
な
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
変
更

で
、
電
気
料
金
の
節
約
や
災
害
停
電

時
に
は
点
灯
時
間
の
大
幅
な
増
加
も

可
能
な
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
予
算

措
置
を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
交
換
計
画
は
策
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
製
造
中

止
や
電
気
料
金
を
考
え
る
と
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
交
換
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
ま
す
。

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
の

管
理
、
運
営
に
つ
い
て

問
　

①
紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

は
、
県
内
外
の
類
似
施
設
よ

り
開
館
日
数
が
少
な
い
こ
と
お
よ
び

休
館
日
を
日
曜
日
と
し
た
経
緯
を
お

聞
き
し
ま
す
。

②
近
隣
の
公
営
ま
た
は
準
公
営
の
類

似
施
設
で
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
が

休
館
の
施
設
は
あ
り
ま
す
か
。

③
近
隣
の
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
、
休
館
日
は
月
曜
日
が
７

施
設
、
水
曜
日
が
１
施
設
、
県
の
ス

ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
は
第
１
月
曜
日
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
紀
北
健
康
セ
ン

タ
ー
も
ほ
か
の
施
設
並
み
に
運
営
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
町
が
作
成
し
た
委
託
の
勤
務
シ
フ

ト
表
で
６
人
勤
務
と
な
っ
て
い
る
と

き
に
、
う
ち
２
人
が
シ
フ
ト
か
ら
外

れ
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業
の
教
室

な
ど
に
従
事
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
自
主
事
業
は
、
利
益
の
70
％

が
指
定
管
理
者
の
収
入
に
な
る
た
め
、

給
料
を
も
ら
い
な
が
ら
勤
務
時
間
内

に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
の
と
同

じ
で
す
。
自
主
事
業
は
、
シ
フ
ト
体

制
以
外
の
職
員
や
外
部
講
師
が
行
う

の
が
当
然
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
町
が
委
託
料
と
し
て
６
人
分
を
支

払
っ
て
い
る
中
で
、
２
人
が
自
主
事

業
に
回
り
、
運
営
管
理
は
４
人
で
行

っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
低
限
必

要
な
運
営
管
理
人
数
は
４
人
で
あ
り
、

委
託
料
も
そ
れ
で
算
定
す
れ
ば
、
余

っ
て
く
る
時
間
で
祝
日
の
運
営
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

⑥
指
定
管
理
者
が
行
う
自
主
事
業
の

利
益
の
う
ち
、
30
％
は
事
業
分
担
金

と
し
て
町
へ
納
め
、
70
％
は
指
定
管

理
者
の
収
入
と
す
る
協
定
は
、
指
定

管
理
者
に
有
利
な
設
定
に
思
え
ま
す

が
、
何
を
参
考
に
策
定
さ
れ
た
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ

ｉ
ｎ
ｎ
海
山
で
利
益
が
出
た
場
合
の

指
定
管
理
者
へ
の
報
酬
は
何
％
か
お

聞
き
し
ま
す
。

⑦
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

会
費
が
高
く
入
会
で
き
な
い
と
の
声

も
聞
き
ま
す
。
児
童
の
水
難
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
も
、
町
内
の
児
童
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
が
町
に
納
め

る
事
業
分
担
金
30
％
の
支
払
い
を
免

除
し
、
会
費
を
値
下
げ
す
る
こ
と
で

利
用
促
進
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
同
種
施
設
の
曜

日
別
利
用
実
績
な
ど
を
参
考

に
、
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
日
曜
日

と
祝
日
を
休
館
日
と
し
ま
し
た
。

②
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

③
利
用
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

経
費
な
ど
を
考
慮
し
休
館
日
を
決
定

し
ま
し
た
が
、
連
休
の
多
い
と
き
は
、

確
か
に
休
み
が
多
い
と
い
う
感
覚
は

持
っ
て
い
ま
す
。

④
指
定
管
理
者
の
判
断
で
シ
フ
ト
を

調
整
い
た
だ
く
の
は
問
題
な
い
と
思

っ
て
お
り
、
職
員
へ
の
給
与
に
つ
い

て
は
重
複
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
シ
フ
ト
の
調
整
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
指
定
管
理
者
で
や
っ
て
い
た
だ

く
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
祝
日
開

館
な
ど
は
ま
た
別
の
話
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
自

主
事
業
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
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だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
や
水

泳
な
ど
の
振
興
に
結
び
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑥
町
の
施
設
を
使
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
利
益
の
30
％
は
町
へ
納

め
て
い
た
だ
き
、
残
り
を
指
定
管
理

者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
す

る
考
え
の
も
と
行
っ
て
い
ま
す
。
キ

ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
に
つ
い
て
は
、

目
標
金
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
70

％
を
指
定
管
理
者
に
支
払
う
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

⑦
料
金
な
ど
は
指
定
管
理
者
が
設
定

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
村
哲
雄 

議
員

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
等
に
お
け
る
避
難

体
制
に
つ
い
て

問
　

①
８
月
８
日
、
宮
崎
県
沖

の
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
最

大
震
度
６
弱
の
地
震
を
受
け
、
気
象

庁
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
巨
大
地
震
注
意
）
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
町
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
か
。ま
た
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
種
類

と
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
取
る
べ
き
行

動
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
先
日
の
台
風
10
号
で
開
設
し
た
避

難
所
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
の
開
設
状
況
が
わ
か
り
に
く
い

の
で
対
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。
津
波

の
避
難
場
所
と
し
て
、
赤
羽
小
・
中

学
校
、
若
者
セ
ン
タ
ー
辺
り
と
三
船

中
学
校
辺
り
が
最
適
だ
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

③
災
害
対
策
基
本
法
で
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
作
成
が
義
務
化
、
個

別
避
難
計
画
の
作
成
が
努
力
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
避
難
行
動
要
支

援
者
の
定
義
と
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の

作
成
状
況
、
活
用
状
況
を
お
聞
き
し

ま
す
。

④
防
災
は
行
政
だ
け
で
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
復
興
も
交
え
た
全
体
の

防
災
対
策
を
考
え
る
た
め
、
行
政
、

消
防
、
自
主
防
災
会
、
福
祉
、
学
校

関
係
者
な
ど
、
オ
ー
ル
紀
北
の
知
恵

と
力
を
結
集
で
き
る
防
災
計
画
策
定

委
員
会
を
作
っ
て
は
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
町
の
対
応
と
し

て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
直
後
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応
に
あ
た

り
ま
し
た
。
対
応
内
容
は
、
防
災
行

政
無
線
や
防
災
ア
プ
リ
、
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
注
意
喚
起
、
ま
た
、

臨
時
情
報
発
表
中
は
、
対
策
本
部
の

設
置
を
継
続
し
、
勤
務
時
間
外
も
含

め
、
防
災
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

危
機
管
理
課
長　

南
海
ト
ラ
フ
想

定
震
源
域
の
領
域
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
以
上
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
と
評
価
し
た
場
合
は「
巨
大
地
震

警
戒
」、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震
が
発
生
し

た
と
評
価
し
た
場
合
は「
巨
大
地
震
注

意
」
の
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
発

表
時
の
町
民
へ
の
呼
び
か
け
と
し
て

は
、巨
大
地
震
警
戒
の
場
合
は
、ま
ず
、

事
前
避
難
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
に
対
し
て
、
避
難
指
示
を
出
し
ま

す
。あ
と
は
、全
て
の
町
民
に
対
し
て
、

家
具
固
定
、
飲
料
水
・
食
料
の
備
蓄
、

避
難
所
や
避
難
経
路
、
家
族
と
の
安

否
確
認
の
手
段
の
再
確
認
、
津
波
浸

水
区
域
外
へ
居
住
の
親
族
、
知
人
宅

へ
の
事
前
避
難
な
ど
の
後
発
地
震
の

備
え
お
よ
び
安
全
な
防
災
行
動
を
促

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
巨
大
地

震
注
意
の
場
合
は
、
警
戒
時
に
全
て

の
町
民
に
促
し
た
家
具
固
定
な
ど
の

再
確
認
と
同
様
の
安
全
な
防
災
行
動

を
促
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
初
め
に
開
け
る
避
難
所
８
カ
所
を

決
め
て
お
り
、
三
浦
小
学
校
、
長
島

多
目
的
会
館
、
東
長
島
公
民
館
、
若

者
セ
ン
タ
ー
、
三
船
中
学
校
、
海
山

総
合
支
所
別
館
、
引
本
会
館
、
島
勝

浦
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
交
流
施
設「
け
い

ち
ゅ
う
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
避
難
所
の
開
設
状
況
は
行
政

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
Ｌ
字
画
面
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
周
知
は
し
っ
か

り
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
津
波
の
避
難
場
所
は
、
議
員

の
言
わ
れ
る
施
設
も
有
望
な
施
設
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
臨
時
情
報

で
は
、
若
者
セ
ン
タ
ー
と
海
山
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
避
難
場
所
と
し

て
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

③
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は
、
災
害

時
、
ま
た
は
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
の
た
め
に
特
に
支
援
を
必
要

と
す
る
方
た
ち
の
こ
と
で
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て
は
作
成

し
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
長　
個
別
避
難
計
画

は
３
名
の
方
の
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

福
祉
保
健
課
長　
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
は
危
機
管
理
課
と
住
民
課

で
保
管
し
、
避
難
者
の
安
否
確
認
な

ど
で
使
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

町
長　
④
大
規
模
災
害
に
な
れ
ば
、

町
だ
け
で
完
結
で
き
な
い
と
思
っ
て

お
り
、
広
域
的
な
連
携
も
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
防
災
基
本
計
画
の
策

定
は
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
篤
布 

議
員

老
人
ホ
ー
ム
の
方
向
性

に
つ
い
て

問
　

一
人
暮
ら
し
で
老
人
ホ
ー

ム
に
入
り
た
い
と
い
う
高
齢

者
の
方
々
が
、
昨
年
も
エ
ア
コ
ン
の

か
け
間
違
え
な
ど
に
よ
る
、
熱
中
症

な
ど
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

化
が
進
み
独
居
老
人
や
孤
独
死
す
る

方
が
多
く
な
る
中
、
入
居
を
さ
せ
て

く
れ
な
い
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
町
長
に
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
町
長　
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
の

方
向
で
、
今
後
検
討
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
指
摘
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
今
、
状
況
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分
析
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
の
言
わ
れ
る
住
民

目
線
と
は

問
　

住
民
に
は
、
お
金
持
ち
、

貧
し
い
方
、
健
康
な
方
、
体

の
悪
い
方
、
要
支
援
者
の
方
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
方
々
が
い
ま
す
が
、弱
者
、

子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
低
所
得
者
や
、

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
方
式
、
水

道
事
業
の
方
針
へ
の
平
等
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
住
民

目
線
で
町
長
は
見
て
い
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
町
長　
住
民
目
線
は
私
が

い
つ
も
言
っ
て
い
る
言
葉
で

す
。
こ
れ
は
中
国
の
孔
子
先
生
が
弟

子
に
、
人
生
で
何
が
大
事
で
す
か
と

言
わ
れ
て
「
恕
」
と
い
う
言
葉
を
お

答
え
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
思
い
や

り
と
い
う
こ
と
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
物
事
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
全
体
の
中
で
い
ろ
い
ろ
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
見
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
例
え
ば
、
高
齢
者
に
対
す
る

施
策
を
行
え
ば
、
そ
の
高
齢
者
の
立

場
に
立
っ
た
施
策
で
あ
る
か
、
健
康

の
こ
と
に
つ
い
て
施
策
を
行
う
と
す

れ
ば
、
体
の
良
い
人
、
悪
い
人
、
生

活
習
慣
病
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
策
を
行
お
う
と
す
る
と

き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て

や
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
で

す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険

料
の
負
担
方
式
に
つ
い
て
は
、
県
が

３
方
式
で
算
出
す
る
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
協
議
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
に
関

し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
対
応
し
判
断
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢

者
な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
緊
急

通
報
装
置
の
利
用
数
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
末
で
１
７
０
台
で
、
申

請
が
あ
れ
ば
増
や
し
て
い
く
予
定
で

す
。広

報
な
ど
で
の
情
報
の

流
し
方
に
つ
い
て

問
　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て
よ
く
わ
か
ら
な
い
町
民
の

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
指
定
管
理

者
制
度
（
和
具
の
浜
海
水
浴
場
、
紀

北
健
康
セ
ン
タ
ー
、
島
勝
浦
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
交
流
施
設
「
け
い
ち
ゅ

う
」、
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
な
ど
）

で
指
定
管
理
者
が
ど
の
よ
う
に
決

ま
っ
て
い
る
の
か
、
指
定
管
理
者
募

集
の
際
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
の
情
報
の
流
し
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
指
定
管
理
者
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
周

知
方
法
を
と
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
案
に
関
し
て
、
広
報
の
仕
方
を

選
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
。主
に
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
き
ほ
く
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
三
つ
の
手
段
で
や
っ
て
い
ま

す
。
町
民
に
あ
ま
り
影
響
の
な
い
部

分
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

な
ど
、
情
報
が
必
要
な
人
と
不
必
要

な
人
が
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
案
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報

の
仕
方
で
公
平
性
を
も
っ
て
周
知
し

て
い
ま
す
。奥

村
仁 

議
員

商
工
振
興
に
つ
い
て

問
　

①
町
が
行
っ
て
い
る
小
規

模
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
持
続

可
能
な
発
展
を
目
指
す
に
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制

定
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
こ
の
条

例
の
制
定
に
よ
り
、
国
か
ら
の
支
援

な
ど
も
受
け
や
す
く
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

②
各
物
産
展
へ
の
経
費
助
成
に
つ
い

て
、
行
政
が
物
産
展
へ
出
店
を
依
頼

し
た
場
合
は
、
交
通
費
な
ど
は
行
政

が
負
担
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
コ
ロ
ナ
禍
に
は
、

交
付
金
を
活
用
し
て
直
接
、

間
接
的
に
事
業
者
に
対
す
る
支
援
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
町
の
経

済
を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
施
策

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
振
興
条
例
に
つ
い
て
は
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
出
店
を
依
頼
す
る
と
き
に
は
、
ど

う
い
う
線
引
き
で
、
ど
の
よ
う
な
補

助
が
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

銚
子
川
流
域
の
対
策
に

つ
い
て

問
　

今
の
銚
子
川
を
見
る
と
、

地
元
感
情
が
無
視
さ
れ
て
い

る
か
の
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
か
な

と
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
こ

と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

①
マ
ナ
ー
の
劣
化
状
況
に
つ
い
て

②
川
床
掘
削
の
工
程
と
漁
業
協
同
組

合
・
保
存
会
の
方
な
ど
の
団
体
要
望

に
つ
い
て

③
ご
み
対
策
に
つ
い
て

④
路
上
駐
車
対
策
に
つ
い
て

⑤
河
原
へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ
禁
止

に
つ
い
て

⑥
種
ま
き
権
兵
衛
の
里
駐
車
場
の
あ

り
方
に
つ
い
て

答　
町
長　
①
平
成
30
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
契
機
に

す
ご
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
な
手
段
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
マ
ナ
ー
な
ど
は
訴
え
て
い
く
し

か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
川
床
掘
削
は
、
引
き
続
き
県
に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
団
体
要
望
は
、
工
事
前
に
県

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
命
を
守
る
た
め

の
事
業
が
優
先
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
ご
み
対
策
は
、
銚
子
川
に
ご
み
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。

④
路
上
駐
車
対
策
は
、
県
の
許
可
を

得
て
、
県
道
に
テ
ー
プ
を
張
り
、
一

定
の
効
果
が
出
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

⑤
車
両
の
乗
り
入
れ
は
、
県
に
お
願

い
し
て
入
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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⑥
駐
車
場
は
有
料
化
し
ま
し
た
が
、

１
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

矢
口
小
学
校
の
今
後
に

つ
い
て

問
　

令
和
７
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
閉
校
と
な
る
矢
口
小

学
校
の
今
後
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
す
。

①
廃
校
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

②
廃
校
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て

③
廃
校
後
の
施
設
管
理
に
つ
い
て

④
教
職
員
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

⑤
学
校
農
園
の
適
切
な
返
還
に
つ
い

て答　
教
育
長　
①
子
ど
も
た
ち

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、相
賀
小
学
校
が
統
合
先
で
す
が
、

上
里
小
学
校
も
小
規
模
特
認
校
と
し

て
選
択
が
で
き
ま
す
の
で
、
１
学
期

は
両
校
で
交
流
学
習
会
を
実
施
、
２

学
期
以
降
は
授
業
や
行
事
の
交
流
、

合
同
社
会
見
学
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
方
々
に
対
し
て
は
、

選
択
先
の
２
校
の
特
性
や
特
徴
を
説

明
し
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
10
月

25
日
ま
で
に
意
思
表
示
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
閉
校
式
の
準
備
は
、
３

学
期
の
終
業
式
が
終
わ
っ
て
か
ら
実

施
す
る
方
向
で
、
区
の
意
向
も
聞
き

な
が
ら
町
と
し
て
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

②
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
検
討
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
長　

③
施
設
管
理
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
を
行
い
、
運
動
場
の
管
理
に

も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
教
職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
で
管
理
し
、
整
理
し
て
い
く

か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
学
校
農
園
は
17
年
間
お
借
り
し
て

お
り
、
ど
う
い
っ
た
形
で
返
却
す
る

か
、
持
ち
主
の
方
の
意
向
も
お
聞
き

し
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

宮
地
忍 

議
員

今
後
の
紀
北
町
に
お
け

る
公
共
交
通
の
在
り
方

に
つ
い
て

問
　

①
８
月
16
日
に
紀
北
町
地

域
公
共
交
通
会
議
が
開
催
さ

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
改
善
・
改
定
が
承

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

②
お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス「
え
が

お
」
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

町
の
業
者
の
経
営
に
か
な
り
の
影
響

が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
第

一
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、

交
通
弱
者
の
方
々
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
的
に

考
え
た
場
合
、
町
の
公
共
交
通
に
民

業
の
力
、
経
験
を
取
り
入
れ
、
融
合

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

民
業
と
の
融
合
は
、
産
業
の
少
な
い

本
町
に
と
っ
て
一
大
事
業
に
な
り
得

る
も
の
で
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
唯
一
の
方
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
三
重
交
通
の
撤
退
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
た
町
の
方
針
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
紀
北
町
地
域
公

共
交
通
会
議
で
議
論
し
な
が

ら
、
改
善
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
改
善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、「
え
が
お
」

の
３
台
運
行
を
し
て
お
り
、
そ
れ
が

民
業
と
の
共
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
重
交

通
に
お
き
ま
し
て
も
赤
字
を
出
し
な

が
ら
運
営
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
、

今
後
、
基
幹
の
地
域
間
交
通
を
守
り

な
が
ら
い
こ
か
バ
ス
や
河
合
線
を
ど

う
や
っ
て
転
換
し
て
い
く
か
、
紀
北

町
地
域
公
共
交
通
会
議
や
皆
さ
ま
の

知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
10
年
、

20
年
後
、
ど
う
す
れ
ば
高
齢
者
や
移

動
手
段
を
持
た
な
い
方
た
ち
に
利
便

の
い
い
公
共
交
通
、
移
動
手
段
が
図

れ
る
か
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
水
道
事
業
の
現
況
及

び
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て

問
　

①
本
町
の
管
路
総
延
長

は
、
令
和
４
年
度
末
で

２
４
６
・
３
㎞
で
、
う
ち
法
定
耐
用

年
数
40
年
を
超
え
る
も
の
が
34
・
１

％
、
84
・
23
㎞
と
聞
い
て
い
ま
す
。

水
道
課
で
は
施
設
の
耐
震
化
や
災
害

に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
維
持
管
理

の
適
正
化
に
努
め
た
い
と
い
っ
て
お

り
、
水
道
料
金
を
上
げ
て
で
も
整
備

を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
以
前
か
ら
道
瀬
・
古
里
地
区
に
お

い
て
夏
場
の
水
道
水
の
高
温
化
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
捨
て
水
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化

で
、
今
後
、
抜
本
的
な
解
決
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。答　

町
長　
①
水
道
事
業
は
基

本
的
に
は
独
立
採
算
で
す
の

で
、
工
事
量
を
調
整
し
な
が
ら
黒
字

化
し
て
い
る
現
状
で
す
。
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
合
併
後
値
上
げ
し
て

お
ら
ず
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
国
の
ほ
う
に
補
助
や

有
利
な
起
債
を
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

②
水
道
水
の
温
度
管
理
は
難
し
く
、

管
路
を
深
く
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
費
用
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
抜

本
的
な
対
策
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
見

据
え
た
「
事
前
復
興
」

に
つ
い
て

問
　

自
然
災
害
は
、
地
震
や
津

波
な
ど
の
自
然
現
象
と
社
会

の
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
の
関
係
で
発
生
す
る
も

の
で
あ
り
、
自
然
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
く
て
も
、
減
災
に
よ
っ
て
社

会
の
堅
ろ
う
性
を
高
め
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
事
前
復
興
は
そ
の
一
つ
に

当
た
り
ま
す
。
大
紀
町
で
は
、
事
前

復
興
が
本
格
的
に
動
き
出
し
、
集
団

移
転
場
所
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

南
伊
勢
町
や
鳥
羽
市
で
も
事
前
復
興

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
事
前
復
興
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
事
前
復
興
と
は
、

復
興
事
前
準
備
の
取
り
組
み

に
加
え
、
事
前
に
復
興
、
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
、
十
分
認
識
し
て
お
り
、

本
町
で
も
紀
伊
長
島
消
防
署
と
海
山

消
防
署
を
浸
水
域
外
に
建
て
替
え
て

い
ま
す
。

平
野
隆
久 

議
員

　

紀
北
町
の
少
子
化
対
策

に
つ
い
て

問
　

①
４
月
に
人
口
戦
略
会
議

が
発
表
し
た
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
、
東
紀
州
全
て
の
地
域
が

入
っ
て
い
ま
す
。
自
然
減
や
社
会
減

の
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
だ
と
考
え
て

お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構

築
は
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
に
た
い
せ
つ
な
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
と
教
育
長
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
平
成
28
年
策
定
の
紀
北
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
と
人
口
戦
略
会
議
の

２
０
５
０
年
の
本
町
の
総
人
口
に
差

が
あ
る
理
由
お
よ
び
今
後
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
改
訂
予
定
を
お
聞
き
し
ま

す
。

③
令
和
４
年
の
本
町
の
合
計
特
殊
出

生
率
０
・
99
に
対
し
、
本
町
と
同
規

模
の
鹿
児
島
県
徳
之
島
町
は
２
・
2 5

で
全
国
１
位
で
す
。
大
き
な
要
因
と

し
て
は
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ

う
と
す
る
気
構
え
や
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

本
町
も
先
進
地
の
良
い
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
、
対
策
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
落
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹ひ
ぼ
う謗

中
傷
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
に
も
つ
な
が
る
大
き
な
要

因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
家
庭
や
教

育
現
場
、
職
場
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
そ

の
能
力
を
高
め
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
構
築
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
は
、
防
災
や

福
祉
な
ど
多
様
な
分
野
で
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
本
町
で
は
自
治
会
を
中
心
に
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
未
来
の

社
会
の
つ
く
り
手
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
組
織

的
な
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長　
②
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
し

て
い
ま
す
が
、
以
前
の
予
想
よ
り
も

人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
整
合
性
は
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
課
長　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本

年
度
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
長　
③
離
島
な
ど
の
出
生
率
が
高

い
の
は
、
島
と
し
て
の
一
体
感
が
あ

っ
て
子
育
て
も
し
や
す
い
と
い
う
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

④
家
庭
や
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
し
っ
か
り
取
れ
な
い
と
田
舎

の
良
さ
も
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報（
巨
大
地
震
注
意
）

に
つ
い
て

問
　

８
月
８
日
に
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震

注
意
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
次
の
質
問
を
し
ま

す
。

①
今
回
非
常
用
持
ち
出
し
袋
な
ど
を

再
点
検
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
日
常
時
に

使
い
慣
れ
た
も
の
は
非
常
時
に
も
役

に
立
つ
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と

い
う
概
念
も
あ
り
、
日
頃
の
備
え
は

重
要
で
す
。
今
後
も
年
に
一
度
は
再

点
検
の
推
進
を
広
報
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

②
関
係
団
体
と
の
連
携
お
よ
び
改
善

す
べ
き
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
ど

は
実
施
さ
れ
た
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

③
要
援
護
者
の
避
難
体
制
に
つ
い
て
、

今
回
の
対
応
お
よ
び
行
政
が
管
理
し

て
い
る
要
援
護
者
名
簿
は
守
秘
義
務

な
ど
か
ら
公
開
で
き
ず
地
域
で
作
成

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
役

員
は
入
れ
替
わ
る
た
め
そ
の
内
容
は

毎
年
通
達
す
べ
き
で
あ
り
、
避
難
体

制
に
つ
い
て
は
良
い
方
法
を
検
討
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
本
町
に
事
前
復
興
計
画
書
は
あ
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、
高
知

県
黒
潮
町
で
は
、
合
理
的
な
設
計
方

法
や
安
価
な
工
法
を
研
修
し
た
登
録

店
が
行
う
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
補
助

金
内
で
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
本

町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
お
聞
き
し

ま
す
。

⑥
今
回
の
臨
時
情
報
を
踏
ま
え
た
内

容
で
今
年
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
啓
発
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
県
の
防
災
対
策
部
、
警
察
、
消
防
、

紀
勢
国
道
事
務
所
尾
鷲
出
張
所
と
連

絡
を
行
い
地
震
発
生
時
に
即
応
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

自
主
防
災
会
連
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絡
協
議
会
の
中
で
防
災
対
策
全
般
に

つ
い
て
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
③
紀
伊
長
島
地
区
、
海
山
地

区
で
各
１
カ
所
避
難
所
を
準
備
し
て

い
ま
し
た
。
入
院
中
で
不
在
な
ど
の

情
報
は
、
近
所
の
方
の
ほ
う
が
知
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
各
地
域

で
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

④
現
時
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
こ
の
地
域
の
業
者
の
方
が
そ
の
工

法
で
で
き
る
状
況
に
な
ら
な
い
と
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
地
域
に
よ
り
状
況
も
違
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

残
土
問
題
に
つ
い
て

問
　

①
上
里
地
区
の
盛
り
土
に

つ
い
て
、
県
条
例
に
も
町
条

例
に
も
違
反
し
て
い
る
と
６
月
議
会

で
町
長
は
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
、
崩
さ
れ
た

盛
り
土
が
１
千
㎡
を
超
え
、
こ
の
盛

り
土
に
つ
い
て
も
町
条
例
に
抵
触
す

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
上
里
地
区
の

皆
さ
ま
が
署
名
活
動
に
立
ち
上
が

り
、
違
法
行
為
に
対
し
厳
し
い
対
応

と
規
制
強
化
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
現
状
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
条
例
は
機
能
し
て
い
る
と
町
長
は

答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
条
例
改
正

に
つ
い
て
は
、
盛
土
規
制
法
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
機
会
を

踏
ま
え
検
討
す
る
と
い
う
６
月
議
会

で
の
町
長
の
答
弁
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
県
外
か
ら
の
残
土
持
ち
込
み
禁

止
を
含
む
条
例
に
改
正
し
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
盛

土
規
制
法
の
概
要
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
大
河
内
川
沿
い

の
盛
り
土
で
県
が
指
導
中
の

箇
所
は
、
８
月
27
日
に
、
県
が
事
業

者
に
対
し
最
終
確
認
を
文
書
で
求
め

た
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
回
答
さ
れ
ず
県
条
例
の
許
可
申

請
を
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合

は
、
町
で
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
残
土
の
搬

入
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
坂
ノ
下
の
３

カ
所
の
盛
り
土
が
崩
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

②
条
例
は
機
能
し
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
行
政
と
し
て
着
実
に
で
き
る

こ
と
か
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
の
状
況
も
見
極
め
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長　
盛
土
規
制
法
は
、

「
ス
キ
マ
の
な
い
規
制
」「
盛
土
等
の

安
全
性
の
確
保
」「
責
任
の
所
在
の
明

確
化
」「
実
効
性
の
あ
る
罰
則
の
措
置
」

の
大
き
く
四
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
に

つ
い
て

問
　

①
８
月
23
日
に
東
紀
州
環

境
施
設
組
合
の
全
員
協
議
会

が
開
か
れ
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

施
設
整
備
お
よ
び
20
年
間
の
運
営
・

維
持
管
理
を
一
体
的
に
行
う
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
で
、
２
０
４
億
円
余
り
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
入
札
参
加
事
業

者
が
１
社
の
み
だ
っ
た
こ
と
に
対
す

る
町
長
の
認
識
と
落
札
率
を
お
伺
い

し
ま
す
。

②
皆
さ
ま
の
税
金
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
く
以
上
、
条
件
の
悪
い
時
期
に
致

し
方
な
く
進
め
る
の
は
疑
問
で
あ
り
、

住
民
へ
の
説
明
も
足
り
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
今
あ
る
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
が
ま
だ
使
用

可
能
な
状
況
の
中
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
関
す
る
法
律
の
施
行
や
ご
み
減

量
へ
の
努
力
を
し
て
い
る
現
状
な
ど

も
踏
ま
え
る
と
、
い
っ
た
ん
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

今
新
し
い
施
設
を
造
っ
て
将
来
負
の

遺
産
と
な
ら
な
い
よ
う
、
自
分
の
町

の
ご
み
は
自
分
の
町
で
処
分
す
る
と

い
う
原
点
に
戻
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。答　

町
長　
①
事
前
の
見
積
徴

取
で
は
４
社
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響

で
適
格
な
技
術
員
の
配
置
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
入
札
に
参
加
で
き
な

い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
１
社
で
も
入
札
は

成
立
す
る
旨
、
事
前
に
入
札
公
告
な

ど
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
落
札
率

は
99
・
９
９
７
８
％
で
す
が
、
予
定

価
格
も
公
表
さ
れ
て
お
り
、
昨
今
の

物
価
高
騰
な
ど
も
考
慮
す
る
と
致
し

方
な
か
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

②
延
期
す
れ
ば
安
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
の

皆
さ
ま
と
も
十
分
話
し
合
い
は
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報
は
メ
デ
ィ

ア
の
方
に
も
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

③
単
独
で
の
運
営
よ
り
も
費
用
面
で

有
利
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
広
域
で
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
に
優
し
い
町
へ

問
　

①
単
身
世
帯
の
方
が
入
院

に
な
っ
た
場
合
の
保
証
人
お

よ
び
連
絡
先
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

②
町
営
住
宅
に
つ
い
て
、
国
民
年
金

の
み
の
高
齢
者
の
方
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
町
独
自
の
家
賃
補
助
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
福
祉
保
健
課
長　
①
身

元
引
受
人
な
ど
が
い
な
い
こ

と
の
み
を
理
由
に
医
師
が
患
者
の
入

院
を
拒
否
す
る
こ
と
は
医
師
法
に
抵

触
す
る
と
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
が

あ
り
ま
す
。

町
長　
町
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
利
用
し
、

適
切
な
医
療
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
所
得
な
ど
を
十
分
配
慮
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
家
賃
設
定
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
制
度

な
ど
も
周
知
し
、
皆
さ
ま
が
で
き
る

だ
け
暮
ら
し
や
す
い
よ
う
に
努
め
て
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い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
隆
伸 

議
員

紀
北
町
の
現
状
と
今
後

の
展
望

問
　

①
上
里
に
盛
り
土
さ
れ
て

い
る
残
土
に
つ
い
て
の
経
過

と
解
決
策
に
つ
い
て
町
長
に
お
聞
き

し
ま
す
。

②
海
開
き
の
際
に
い
ろ
い
ろ
見
に
行

っ
た
の
で
す
が
町
施
設
の
改
善
す
べ

き
点
や
来
訪
者
が
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー

に
な
っ
て
い
る
状
態
で
の
宣
伝
広
告

費
と
観
光
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

③
高
齢
化
す
る
農
業
、
林
業
、
水
産

業
で
あ
る
第
１
次
産
業
と
鳥
獣
害
対

策
へ
の
て
こ
入
れ
策
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

④
自
主
財
源
の
拡
充
策
に
つ
い
て
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
拡
充
と
産

業
振
興
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
巨
大

地
震
注
意
）
発
表
で
講
じ
た
点
検
と

対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
上
里
の
３
千
㎡

の
盛
り
土
は
、
県
条
例
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
県
に
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。県
は
３
千
㎡
、

町
は
１
千
㎡
と
い
う
条
例
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
建
設
残
土
で

１
千
㎡
以
上
で
あ
れ
ば
町
条
例
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
１
千
㎡
を
三
つ

積
ん
で
あ
る
盛
り
土
に
つ
い
て
は
町

で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
三

つ
の
区
の
皆
さ
ま
が
署
名
運
動
を
さ

れ
た
思
い
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
県
、
町
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

確
定
し
な
が
ら
条
例
の
順
守
、
指
導

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
着
実
に
進
め
て
い
る
状
況
だ
と

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
町
施
設
に
つ
い
て
は
、
私
も
古
里

海
岸
の
海
開
き
に
行
き
ま
し
た
が
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。

観
光
費
の
宣
伝
広
告
に
つ
い
て
は
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
作
り
ま
す
が
、
大

き
く
宣
伝
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
銚
子
川
も
燈
籠
祭
も
、
訪

れ
た
方
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
に
よ
っ
て
今
多
く
の
方
が

訪
れ
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
皆
さ
ま
は
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
第
１
次
産
業
従
事
者
は
高
齢
化
に

伴
っ
て
獣
害
対
策
も
、
追
い
払
い
な

ど
で
も
た
い
へ
ん
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
る
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
。
各
種
団
体
や
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
方
の
ご
意
見
も
お
伺
い
し
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
自
主
財
源
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

今
、
地
域
活
性
化
起
業
人
と
い
う
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
て
い
た

だ
け
る
方
を
民
間
事
業
者
か
ら
募
集

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

返
礼
品
が
充
実
し
て
く
れ
ば
産
業
振

興
に
も
結
び
つ
い
て
き
ま
す
。
令
和

６
年
５
月
末
で
６
１
３
品
目
の
返
礼

品
が
あ
り
、
69
事
業
者
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
商
品
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑤
今
回
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
情
報
量
は
す

ご
い
も
の
で
し
た
。
住
民
は
、
こ
の

注
意
情
報
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

再
度
防
災
に
対
す
る
考
え
方
、
準
備
、

心
構
え
が
で
き
た
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
と
し
て
も
、
今
回

の
こ
と
を
十
分
反
省
、
検
証
し
な
が

ら
次
回
に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
紀
州
５
市
町
広
域
ご

み
処
理
施
設
に
つ
い
て

問
　

東
紀
州
５
市
町
広
域
ご
み

処
理
施
設
に
つ
い
て
の
経
過

説
明
と
、
今
後
の
展
望
と
課
題
に
対

す
る
町
長
の
考
え
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

答
　
町
長　
広
域
ご
み
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
今
、
応
募

の
あ
っ
た
事
業
者
が
、
総
合
評
価
方

式
で
審
査
が
行
わ
れ
て
、
最
優
秀
提

案
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
今
後
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
20
年
間

運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
運
営
に
か
か
る
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
１
０
０
％
自
治
体
負
担
に
な

り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
で
ご

み
減
量
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
が
、

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

11
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令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
19
年
６
月
施
行
）
に
よ
り
、
財

政
の
状
況
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一

し
た
基
準
に
基
づ
い
た
指
標
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
基
準
を
上
回
る
場

合
に
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
紀
北

町
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
い
ず

れ
の
指
標
も
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
過
し
た
場

合
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定

な
ど
に
よ
り
、
自
主
的
な
改
善
努
力

に
よ
る
財
政
健
全
化
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
財
政
再
生
基
準

　

財
政
再
生
基
準
を
超
過
し
た
場
合

は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
策
定
の
ほ
か
、

国
な
ど
の
関
与
で
確
実
に
財
政
の
立

て
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
紀
北
町
の
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

　

町
の
標
準
的
な
状
態
に
お
け
る
収

入
額
（
標
準
財
政
規
模
）
に
対
し
て
、

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。　
　

※
紀
北
町
で
は
黒
字
の
た
め
実
質
赤

字
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
水
道
事

業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
を
含
む
全

て
の
特
別
会
計
を
加
え
て
赤
字
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま

す
。

※
紀
北
町
で
は
黒
字
の
た
め
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
、
１
年

間
の
実
質
的
な
借
金
の
返
済
額
の
大

き
さ
を
数
値
化
し
、
資
金
繰
り
の
危

険
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
紀
北
町
で
は
基
準
の
範
囲
内
で
し

た
。

④
将
来
負
担
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
、
将
来

負
担
が
見
込
ま
れ
る
負
債
（
借
入
金

返
済
な
ど
）
の
大
き
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。

※
紀
北
町
で
は
基
準
の
範
囲
内
で
し

た
。

●
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率
（
水
道
事
業
会
計
）

　

公
営
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
の

資
金
不
足
額
の
大
き
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。

※
紀
北
町
で
は
資
金
不
足
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課

℡（
46
）
３
１
１
２

④将来負担比率 ( 紀北町・全国・県平均との比較） ③実質公債費比率 ( 紀北町・全国・県平均との比較）

-10

0

20

40

60

350

県平均全国平均紀北町

早期健全化基準

6.3%
18.1%

△5.4%

0

5

10

15

20

25

30

35

県平均全国平均紀北町

財政再生基準

早期健全化基準

7.5% 5.6% 5.5%

健
全
化
判
断
比
率

会
計
別
収
入
・
支
出
及
び

基
金
残
高
等

令和６年度上半期会計別収入・支出、基金および地方債現在高の状況

●令和６年度上半期　基金現在高の状況

●令和６年度上半期　地方債現在高の状況

【1万円未満四捨五入】

取崩額 積立額② 取崩額③
3億3,190万円

26万円
1億9,669万円

0万円
0万円
0万円

2億8,327万円
5億円

4億6,107万円
0万円

2,070万円
0万円

0万円
0万円
0万円
0万円
0万円
0万円

0万円
0万円
0万円
0万円
0万円
0万円

12億9,307万円
7億6,001万円
25億7,931万円
2億    858万円
1億2,196万円

0万円

12億9,307万円
7億6,001万円
25億7,931万円
2億　858万円
1億2,196万円

0万円

現在高（9月末時点）
①＋②－③

現在高（9月末時点）
①＋②－③

区分 予算額（9月末時点） 執行額（9月末時点）前年度末現在高
①

前年度末現在高
①

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
特 定 目 的 基 金
土 地 開 発 基 金
国 保 会 計 基 金
介護サービス会計基金

町債発行額 元金償還額 町債発行額② 元金償還額③
113億3,865万円
12億2,087万円

9億3,430万円
1億5,160万円

14億1,415万円
1億   395万円

0万円
0万円

7億1,767万円
5,177万円

106億2,098万円
11億6,910万円

予算額（9月末時点） 執行額（9月末時点）区分

一 般 会 計
水 道 会 計

【1万円未満四捨五入】

積立額

●令和６年度上半期　会計別収入・支出の状況（4月1日～9月30日） 【1万円未満四捨五入】
予算額

（9月末時点） 収入済額 執行率 支出済額 執行率

120億9,849万円
18億9,877万円
1億9,470万円
6億8,911万円
3億7,907万円
3億6,778万円
1億8,962万円
2億9,642万円

収入
支出
収入
支出

収益的収支

資本的収支

会　計　名

水道事業会計

55億4,382万円
7億5,698万円
6,036万円

1億3,774万円

1億5,887万円

0万円

34.6%
38.6%
42.0%
41.3%

21.4%

20.6%

特
別
会
計

41億 8,269万円
7億3,383万円
8,183万円

2億8,430万円

7,864万円

6,107万円

45.8%
39.9%
31.0%
20.0%

41.9%

0.0%

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

※一般会計および水道事業会計の予算額には、令和5年度繰越明許費分を含んでいます。

町からのおしらせ　～ Information ～
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本
町
で
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼

品
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
昨

年
度
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
返
礼
品
の
追
加
に

よ
り
紀
北
町
の
P
R
を
図
り
、
さ
ら

な
る
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
P
R
で

き
る
特
産
品
な
ど
を
出
品
し
て
い
た

だ
け
る
地
元
事
業
者
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

◆
募
集
期
間

12
月
６
日
（
金
）
〜

　
　
　
　

 

令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）

※
期
間
外
で
も
随
時
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
募
集
特
産
品

申
請
時
点
で
提
供
可
能
な
特
産
品

（
季
節
限
定
特
産
品
に
つ
い
て
は
応
相

談
）

※
募
集
特
産
品
は
、
令
和
７
年
４
月

以
降
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
掲
載
準
備
が

整
い
し
だ
い
、
取
り
扱
い
開
始
予
定

◆
応
募
要
件
（
必
須
項
目
）

○
紀
北
町
内
に
事
業
所
（
工
場
を
含

む
）
が
あ
る
方

○
紀
北
町
の
P
R
に
つ
な
が
り
、
か

つ
町
内
で
製
造
、
加
工
、
採
取
、
栽
培
、

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い

る
商
品
を
取
り
扱
う
企
業
ま
た
は
個

人
事
業
主

○
２
月
に
行
わ
れ
る
選
考
会
に
必
ず

出
席
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
方
（
夏
季
限
定
特
産
品
応
募
者
を

除
く
）

○
地
方
税
法
、
J
A
S
法
、
食
品
表
示

法
、
食
品
衛
生
法
な
ど
の
法
令
を
順
守

し
て
い
る
地
場
産
品
で
あ
る
こ
と

※
地
場
産
品
要
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
商
品
は
、
完
成
品
の
み
と
す
る
。

（
食
品
表
示
が
未
確
認
の
も
の
、
開
発

中
の
も
の
は
不
可
）

※
食
品
表
示
は
、
選
考
会
ま
で
に
保

健
所
な
ど
で
承
認
を
得
た
も
の
を
提

出
す
る
こ
と

○
発
送
実
績
の
あ
る
商
品
は
、
発
送

す
る
状
態
で
選
考
会
に
持
参
す
る
こ

と

○
発
送
実
績
の
な
い
商
品
は
、
発
送

試
験
と
し
て
選
考
会
前
日
に
観
光
協

会
に
到
着
す
る
よ
う
発
送
す
る
こ
と

○
審
査
通
過
後
、
写
真
撮
影
時
に
商

品
を
無
償
提
供
で
き
る
方

○
１
事
業
者
あ
た
り
、
10
品
ま
で
と

す
る
。

◆
選
考
会
日
程

令
和
７
年
２
月
予
定

◆
申
請
書
類
お
よ
び
提
出
先

必
要
な
申
請
書
類

○
ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
等
申
請
書

○
商
品
画
像

〇
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
掲
載
内
容
確
認

書○
食
品
表
示
確
認
書

○
商
品
発
送
時
に
同
梱
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど　

※
申
請
書
な
ど
の
様
式
お
よ
び
記
入

例
は
、
紀
北
町
ま
た
は
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

提
出
先
お
よ
び
方
法

（
一
社
）
紀
北
町
観
光
協
会

（
道
の
駅
紀
伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ
内
）

に
持
参
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課

℡（
46
）
３
１
１
２

（
一
社
）
紀
北
町
観
光
協
会

℡（
46
）
３
５
５
５

E-m
ail

furusato@
kihoku-kanko.com

紀
北
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

「
特
産
品
出
品
事
業
者
」
募
集

町からのおしらせ　～ Information ～

● 特産品の商品価格には、発送用の梱包代などの料金が全て含
　 まれているものとします。（ただし送料は除く）

● 送料は、紀北町にて全て負担いたします。

● 特産品の商品価格（目安）は、下記のとおりです。

　 〇常温の場合…………1,500 円以上 99,000円以下（税込み）
　 〇冷蔵・冷凍の場合…3,000 円以上 99,000円以下（税込み）
　 ※寄付額については、町で決定いたします。

● 新規参入をご検討の方は、ご説明をさせていた
　 だきますので、申請前にご連絡ください。

募集する特産品について
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●日時・場所

　 12 月 6日（金）　午前 10 時～ 11 時 30 分　社会福祉会館

● 問い合わせ

　 津地方法務局熊野支局 熊野人権擁護委員協議会　℡0597（85）2310
　 本庁住民課　℡（46）3117　海山総合支所住民室　℡（32）3902

　法務省および全国人権擁護委員連合会は、毎年12月10日の「人権デー」を最終日とする１週間を「人
権週間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚に努めてきたところ
です。
　本年も、12月４日から10日までの１週間を「第76回人権週間」と定め、各種人権啓発活動を実施し、
特設人権相談所を開設します。
　差別、虐待、体罰やいじめ、職場でのセクハラ・パワハラ、DV、インターネットによる誹謗中傷な
どでお悩みの方は、下記の特設人権相談所で人権擁護委員が相談をお受けします。お気軽にご相談く
ださい。相談は無料で秘密は厳守します。

特設人権相談日

こちらでも人権相談を受け付けています

みんなの人権110番
TEL  0570-003-110

子どもの人権 110 番
TEL  0120-007-110

さまざまな人権問題に関する相談はこちら いじめ・虐待など子どもの人権の相談はこちら

女性の人権ホットライン
TEL  0570-070-810

セクハラ・家庭内暴力など女性の人権の相談はこちら 外国語での人権相談はこちら（10言語対応）

なんでもおしえて
　　こころの「もやもや」

外国語人権相談ダイヤル
TEL  0570-090-911

https : //www.jinken.go.jp/インターネットでも相談を受け付けています

『 第76 回人権週間』   12月 4 日～10日

ひぼう
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・マイナ保険証をお持ちでない方
令和 7 年 7 月中に郵送します。

・令和 6 年12月 2日から令和 7 年 7月 31日までの間に
新たに後期高齢者になる方

申請の必要がない方

※親族などの法定代理人や、介助者などによる代理申請も可能です。

申請が必要な方

「紀北町国民健康保険」「三重県後期高齢者医療保険」に加入の皆さま

【問い合わせ】本庁住民課　TEL（46）3117　海山総合支所住民室　TEL（32）3902

まだ「マイナ保険証」をお持ちでなくても

これこれまでどおりの医療どおりの医療を、あなたに。に。

　令和 6 年 12月 2日に現行の健康保険証は新たに発行されなくな
り、マイナンバーカードの健康保険証利用（マイナ保険証）を基本
とする仕組みに移行しますが、次の方には「資格確認書」を交付し
ます。

さらに詳しい情報はこちらから

有料広告

マイナ保険証を持っていても高齢者、心身に障がいのある方など、マイナ
保険証での受診が困難な方や、病態の変化などにより、顔認証付きカード
リーダーを利用できなくなった方は申請により交付します。
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と
受
け
入

れ
は
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
配
布
済
み
の
「
令
和

６
年
度
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
不
燃
物
処
理
場

℡（
32
）
２
２
７
４

●ごみ処理施設の年末年始受入日時

午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分

休　業

午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分

午前 8 時 30 分～正午

休　業

午前 8 時 30 分～正午
※環境衛生センター、海山不燃物処理場は休業

休　業

午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分

12 月 31日（火）
～1月 3日（金）

12月 27 日（金）

12 月 28 日（土）

12 月 29 日（日）

12 月 30 日（月）

1月 4日（土）

1月 5日（日）

1月 6日（月）

年末年始可燃ごみ収集日

通常収集日 収集地区 年末収集日 年始収集日

月・木曜日
西長島・三野瀬・相賀・
渡利・小浦・船津・中里・
小山浦・便ノ山など

12 月 26日（木）
12 月 30日（月）1月6日（月）

火・金曜日
東長島・赤羽・引本浦・
上里・馬瀬・河内・島勝浦・
白浦・矢口浦など

12 月 24日（火）
12 月 27日（金）1月 7日（火）

※詳細については、「家庭ごみ収集カレンダー」
　をご覧ください。

（紀伊長島リサイクルセンター・海山リサイクルセンター・環境衛生センター・海山不燃物処理場）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

持
ち
込
み
ご
み
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

有料広告

　農林水産省では、令和 7 年 2 月 1日現在で「2025年農林業センサス」を実
施します。農林業センサスは、農林業の実態を明らかにし、国や都道府県、
市区町村はもちろん各方面にわたり、広く利用できる総合的な統計資料を得
るための調査です。
　全国の農家や林家をはじめ、全ての農林業関係者を対象に行われる『農林
業の国勢調査』ともいうべきものです。
　皆さまのお宅や会社などに調査員が調査に伺いましたら、ご協力をお願い
します。

【問い合わせ】本庁企画課　℡（46）3113

統計調査にご協力ください統計調査にご協力ください（2025年農林業センサス）農林業センサス）
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〇えがお
運休期間　12 月 29 日（日）～令和 7 年 1 月 3 日（金）
予約について　ご利用の１週間前から予約可能ですので、計画的なご利用をお願いします。
配車センター　℡ 090（7673）3894

〇いこかバス
運休期間　12 月 31 日（火）～令和 7 年 1 月 3 日（金）

令和 7 年紀北町消防出初式を次のとおり開催します。

日時 令和 7年 1月 4日（土）午前10 時～
場所　東長島スポーツ公園グラウンド　※雨天時は東長島公民館
アトラクション
○消防団員によるアトラクション放水　○餅まき

【問い合わせ】本庁企画課　℡ （46）3113

おおでかけ応援サー援サービス「えがお」・いこかバこかバスの年末年始の運行について

【問い合わせ】本庁危機管理課　℡（46）3114　海山総合支所総務室　℡（32）3901

紀北町消防出初式紀北町消防出初式

5 月上旬から 6 月にかけて全世帯に支給しました「きほく地域生活応援商
品券（第２弾）」の有効期限が迫っています。有効期限が過ぎた商品券は使
用できず現金との引き換えもできません。有効期限までにご使用をお願いし
ます。

有効期限 12 月 31 日（火）
※「きほく地域生活応援商品券（第２弾）」を受け取っていない世帯の方は、役場に返送されている可能性が
　あるため、お問い合わせください。

【問い合わせ】本庁商工観光課　℡ （46）3115

きほく地域生活応援商品きほく地域生活応援商品券（第２弾（第２弾）有効期限のおしらせ有効期限のおしらせ

有料広告
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10.19 紀伊長島幼稚園

10.12 紀北中学校

10.12 潮南中学校
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10.26 矢口小学校

10.26 三浦小学校
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

関船祭

　豊漁と海上安全を祈願する引本神社の例大祭。重さ約１t の関船を男衆が担ぎながら町内を練り歩きました。

10/20　引本浦地区

木を使って工作しよう
10/19　東長島公民館

　紀伊長島いきいき子ども学園で木工教室が開かれ、参

加した子どもたちは木の実や雑木の木枝などを使い工作

を楽しみました。

寄贈式

　株式会社ディーグリーン・米田自動車板金塗装・長島

印刷から老人ホーム赤羽寮に65型液晶テレビとテレビス

タンドが寄贈されました。

10/18　 役場本庁
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戦没者追悼式

　戦没者追悼式が開かれ、中学生による平和祈念作文の

発表や出席者による献花が行われました。

10/26　東長島公民館

昭和の縁日
10/26　長島多目的会館・長楽寺

　昔ならではのゲームや食べ物などの出店が立ち並び、

雨天ではあったものの多くの人が訪れ、縁日を楽しんで

いました。

ミカン狩り

　紀伊長島幼稚園の園児がミカン狩りを楽しみました。園児は自分で取ったミカンを口いっぱいに頬張っていました。

10/24 　古里地区
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芋掘り

　矢口小学校の児童が芋掘りを行いました。土の中に埋

まったサツマイモが折れてしまわないよう丁寧に掘り出

していました。

11/6　矢口浦地区

防災について学ぼう
10/30　東長島公民館

　紀伊長島いきいき子ども学園で防災学習が行われ、子

どもたちは避難路や危険な場所の確認をしました。

一般県道矢口浦上里線
バイパス開通式典

　一般県道矢口浦上里線バイパス開通式典が開かれ、テー

プカットとともに開通を祝いました。

11/9　矢口浦地区

いきいき交流会
11/9　相賀小学校

　海山いきいき子ども学園と紀伊長島いきいき子ども学

園の交流会が開かれました。参加した子どもたちはクイ

ズやゲームなどで楽しみながら交流を深めました。
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町
で
は
、
地
域
振
興
お
よ
び
活
性

化
を
図
る
拠
点
と
し
て
「
道
の
駅
」

海
山
交
流
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
指
定
管
理
期
間
の
終
了

に
伴
い
、
標
記
施
設
の
管
理
運
営
業

務
を
行
う
「
指
定
管
理
者
」
の
募
集

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
観
光
拠
点
と
し
て
、
森

林
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
キ
ャ

ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
指
定
管
理
期
間
の
終

了
に
伴
い
、
標
記
施
設
の
管
理
運
営

業
務
を
行
う
「
指
定
管
理
者
」
の
募

集
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課

℡（
46
）
３
１
１
５

　

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い

て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

任
期　

令
和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和

８
年
３
月
31
日

対
象

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内

２
府
12
県
※
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・

林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成

人
の
方
。
た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方

議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、

常
勤
の
国
家
公
務
員
、
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
３
年
間
連
続
し
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方
は

除
き
ま
す
。（
※
三
重
県
、
石
川
県
、

福
井
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
、奈
良
県
、和
歌
山
県
、鳥
取
県
、

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
）

応
募
締
め
切
り　

令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
総
務
企
画
部

企
画
調
整
課
林
政
推
進
係

℡
０
６
（
６
８
８
１
）
３
４
１
２

令
和
６
年
10
月
か
ら
児
童
手
当
の

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
12
月
か
ら
年

６
回
偶
数
月
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
い
回
数
の
増
加
に
よ

り
支
払
通
知
書
の
送
付
が
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
な
方

○
所
得
制
限
に
よ
り
、
児
童
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

○
高
校
生
年
代
（
18
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
の
み

を
養
育
し
て
い
る
方

○
学
費
や
生
活
費
な
ど
を
負
担
し
て

い
る
大
学
生
年
代
（
22
歳
到
達
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
子
が
お

り
、
高
校
生
以
下
の
き
ょ
う
だ
い
を

含
め
て
３
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害

者
週
間
で
す
。

　

日
本
国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者

福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
、

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
は
、東
長

島
公
民
館
に
お
い
て
紀
北
町
障
が
い

者
芸
術
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

募
集

お
し
ら
せ

詳細は
こちらから

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

福
祉
保
健
課

「
道
の
駅
」
海
山

交
流
ホ
ー
ル

指
定
管
理
者
募
集

商
工
観
光
課

森
林
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

「
キ
ャ
ン
プ
inn
海
山
」

指
定
管
理
者
募
集

有料広告

令
和
７
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

障
害
者
週
間
に
つ
い
て
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退
任
さ
れ
た
方
の
後
任
と
し
て
、

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

名
倉
担
当

入
江　

輝
佳
（
住
所　

東
長
島
）

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生

労
働
大
臣
の
委
嘱
に
基
づ
き
、
皆
さ

ん
か
ら
の
悩
み
事
や
心
配
事
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

実
施
期
間

12
月
１
日
（
日
）
〜
10
日
（
火
）

運
動
の
重
点

①
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

の
徹
底
と
安
全
な
横
断
方
法
の
実
践

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

⑤
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

令
和
７
年
度
紀
北
町
・
尾
鷲
市
内

の
公
立
小
・
中
学
校
の
「
講
師
（
養

護
助
教
諭
を
含
む
）」「
臨
時
学
校
栄

養
職
員
」「
臨
時
事
務
職
員
」
と
し
て

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

令
和
７
年
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

紀
北
教
育
会
館
１
階
ホ
ー
ル

申
込
期
間

12
月
２
日
（
月
）
〜
令
和
７
年
１
月

６
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
30
日
〜
翌
年
１
月
３
日
）を
除
く

申
し
込
み
方
法

　

教
育
委
員
会
で
講
師
等
登
録
関
係

書
類
一
式
を
受
け
取
り
、
必
要
書
類

に
ご
記
入
の
上
、「
免
許
状
の
写
し
（
※

臨
時
事
務
職
員
希
望
の
方
は
不
要
）」

を
添
え
て
、
市
町
教
育
委
員
会
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明

会
当
日
に
課
題
論
文
の
作
成
お
よ
び

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種

講
師
、
養
護
助
教
諭
、
臨
時
学
校
栄

養
職
員
、
臨
時
事
務
職
員

※
登
録
を
募
集
す
る
種
別
で
す
。
任

用
の
有
無
や
任
用
人
数
な
ど
は
説
明

会
以
降
に
決
ま
り
ま
す
。

勤
務
形
態　

常
勤
・
非
常
勤

応
募
資
格　

小
学
校
教
諭
普
通
免
許

状
、
中
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
、
養

護
教
諭
免
許
状
、
栄
養
教
諭
免
許
状
、

栄
養
士
免
許
状
の
い
ず
れ
か
を
有
す

る
者

※
令
和
７
年
３
月
31
日
時
点
で
取
得

見
込
み
の
方
も
可

※
教
員
免
許
状
更
新
制
度
廃
止
に

伴
っ
て
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

書
類
提
出
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
臨
時
事
務
職
員
は
前
記
の
免

許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
46
）
３
１
２
４

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
け
れ

ど
、
通
話
以
外
の
機
能
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

※
対
応
可
能
な
相
談
内
容
は
初
歩
的

な
こ
と
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
・
日
時

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
東
長
島
公
民
館

12
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
長
島
多
目
的
会
館

12
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

初
め
て
の

ス
マ
ホ
相
談
窓
口

生
涯
学
習
課

年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動

危
機
管
理
課

小
・
中
学
校
講
師
等

登
録
説
明
会

学
校
教
育
課

民
生
委
員
・
児
童
委
員

チャレンジチャレンジチャレンジ！！！3か月3か月3か月
第2回実施中第2回実施中

食事と運動の目標を決めよう！

目標クリアにチャレンジしよう！

両方クリアで１ポイント！

30ポイント貯まったら応募しよう！

そのままチャレンジを続けよう！

1

2

3

4

5

チャレンジ参加方法ちょい減らし＋10
プラス・テン

きーほくん

令和7年令和7年
● 第２回チャレンジ期間

11月1日（金）～1月31日（金）
詳しくは町ホームページへ
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申
し
込
み

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
32
）
３
９
１
５

東
長
島
公
民
館

℡（
47
）
２
２
２
９

長
島
多
目
的
会
館

℡（
47
）
３
９
９
６

※
必
ず
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

　

福
祉
・
保
育
の
仕
事
を
お
探
し
の

方
を
対
象
に
、
合
同
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
助
手
説
明
会

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時

12
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
（
伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目

２
番
29
号
）

参
加
法
人

10
法
人
（
予
定
）

対
象　

福
祉
職
場
に
就
職
希
望
、
ま

た
は
関
心
の
あ
る
学
生
・
一
般
の
方

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

　

大
雪
時
に
は
、
国
道
42
号
を
通
行

止
め
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
大

雪
予
想
時
は
外
出
を
お
控
え
く
だ
さ

い
。
積
雪
・
路
面
凍
結
・
ス
タ
ッ
ク

注
意
箇
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
勢
国
道
事
務
所
管
理
第
一
課

℡
０
５
９
８
（
52
）
５
３
６
６

三
重
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会

主
催
の
借
金
の
お
悩
み
電
話
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
電
話
相
談
は
無
料

で
ご
家
族
や
知
人
の
方
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。
法
律
の
専
門
家
が
直

接
お
話
を
伺
い
ま
す
。

相
談
日
時

12
月
14
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
対
応
者

弁
護
士
（
三
重
弁
護
士
会
）
ま
た
は
司

法
書
士
（
三
重
県
司
法
書
士
会
）

相
談
電
話

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
３
３
６
２

※
相
談
日
当
日
の
み
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
30
分
程
度
を
限

度
に
お
伺
い
し
ま
す
。
開
始
時
間
直
後

は
相
談
が
集
中
し
、
つ
な
が
り
に
く
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通
安

全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
０
０

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ
病
気
の
人

の
話
を
聞
い
た
り
、
不
安
や
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
少
し

こ
こ
ろ
を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
？
療
養

に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
や
工
夫
が
み
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
時

12
月
23
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
５
階
大
会

議
室
（
尾
鷲
市
坂
場
西
町
１
番
１
号
）

参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社
で

は
、
東
紀
州
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
、「
観
光
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間

12
月
１
日
（
日
）
〜
31
日
（
火
）

調
査
内
容　

東
紀
州
地
域
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
調
査

調
査
目
的　

東
紀
州
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
々
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
な
ど
を
把
握
し
、
今
後
の
観
光

施
策
に
生
か
す
た
め

対
象　

東
紀
州
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

回
答
方
法　

回
答
フ
ォ
ー
ム
に
て
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）東
紀
州
地
域
振
興
公
社
観
光
課

℡
０
５
９
７
（
89
）
６
１
７
２

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

㏌
み
え

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

借
金
の
お
悩
み

電
話
相
談

三
重
県
環
境
生
活
部

が
ん
患
者
と

家
族
の
方
の

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

住
民
意
識
調
査

へ
の
協
力
の
お
願
い

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社

国
道
42
号
を
安
全
・
安
心

に
走
行
す
る
た
め
に

早
め
の
冬
用
タ
イ
ヤ
・

チ
ェ
ー
ン
の
装
備
を

紀
勢
国
道
事
務
所

案内チラシは
こちらから

回答は
こちらから
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けんこうの広場

子
宮
が
ん
個
別
検
診

男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査

お
よ
び
予
防
接
種
は

令
和
７
年
２
月
終
了

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

夏
に
流
行
の
波
が
あ
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
こ
れ
ま
で
の

傾
向
で
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
感

染
が
増
え
て
お
り
、
今
後
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
感
染
症
の
基
本
的
な
予
防
対
策

は
同
じ
で
す
。
感
染
を
広
げ
な
い
た

め
に
、
一
人
一
人
が
感
染
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

１
．
手
洗
い

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、
ド
ア
ノ
ブ
、

手
す
り
な
ど
に
付
着
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
場
所
を

触
っ
た
手
で
、
目
や
鼻
、
口
な
ど
を

触
っ
て
し
ま
う
と
感
染
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
帰
宅
時
や
調

理
前
後
、
食
事
前
な
ど
こ
ま
め
に
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
洗
い
は
手
の
ひ
ら
だ
け
で
な
く

手
の
甲
や
指
の
間
、
爪
の

先
ま
で
し
っ
か
り
と

洗
い
ま
し
ょ
う
。

２
．
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む

　
　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は
、
他
人
に

感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
、
せ
き
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ン
カ
チ
・
袖
で
口

や
鼻
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。
手
で
抑

え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
手
で
触
っ
た

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
周
囲
の
も
の
に
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
り
、
何
も
せ
ず
に

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、
し
ぶ

き
が
２
ｍ
ほ
ど
飛
び
他
人
に
病
気
を

う
つ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
き
は
、
取

扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
つ

け
ま
し
ょ
う
。
鼻
と
口
の
両
方
を
確

実
に
覆
い
、
隙
間
が
な
い
よ
う
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

３
．
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

高
齢
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

す
る
と
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
重
症
化
を
予

防
す
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
摂
取
の
検

討
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

紀
北
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、

接
種
日
当
日
①
②
に
該
当
す
る
方
に

対
し
て
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い

を
有
す
る
方

　

自
己
負
担
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
が
２
，
５
０
０
円
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
１
，
５
０
０
円
で

す
。
助
成
期
間
は
令
和
７
年
１
月
ま

で
で
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
き
ほ
く
10
月
号
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

基
本
的
な
予
防
方
法

高
齢
者
等
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

感
染
症
は
予
防
が
た
い
せ
つ
‼

海
山
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実
施

し
て
い
る
個
別
検
診
は
、
12
月
28
日
（
土
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、検

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
海
山
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

℡（
33
）
０
８
８
８

※
本
年
度
す
で
に
町
の
子
宮
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

町
で
は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象

に
、
無
料
で
抗
体
検
査
お
よ
び
抗
体
の
な

い
方
に
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、
感
染
す
る

と
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
妊
娠
初
期

の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
周
り
の
方
に
広
げ
な
い
た
め
に

も
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
利
用
し
て
い
な

い
方
は
、
ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
送
付
時
の
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効

期
限
は
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
の
方
針
で
令
和
７
年
２
月
ま

で
に
な
り
ま
す
。
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けんこうの広場

【問い合わせ】 けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）までお願いします。

カボチャは種とワタを取り、厚さ8mmのくし形にし、さらに半分に切る。

※硬くて切れない場合はラップをして１分程レンジにかけると柔らかくなります。

耐熱容器に１を入れてラップをし、600Wで 3 分加熱する。

豚こま肉に【A】をふる。

フライパンを熱し、３を炒める。肉に火が通ったら２のカボチャを加え炒め合わせ、

塩で味をととのえ、粗びき黒こしょうをふれば完成！

１

２

３

４

作り⽅
カボチャ………………1/8 個（150g）
豚こま肉…………………………120g
オリーブオイル…………大さじ 1/2
塩・粗びき黒こしょう………各適量
【A】
塩……………………ひとつまみ（1g）
粗びき黒こしょう………………少々

材料（2⼈分）

寒い時季の風邪予防に。今回は『カボチャと豚肉のペッパー

炒め』を作ってみましょう。

【1人あたり】 　エネルギー……261kcal　たんぱく質……12.2g
脂質 ……15.9g 炭水化物 ……15.6g　塩分 ……0.6g

カボチャと豚⾁のペッパー炒め

　カボチャはβ‐カロテン・ビタミンC・ビタミンEが豊富で、
これらは抗酸化作用が高く、免疫を高めてがんや老化の予
防、美肌にも役立ちます。特にビタミン E 含有量は、野菜の
中でもトップクラスで、血行をよくする作用が期待でき、冷
え性の予防にも役立ちます。

point ! 【カボチャを選ぶときのコツ】カットタイプは
断面の黄色が鮮やかでワタが乾いていない方
が新鮮です。玉ではヘタの切り口がカラカラに
枯れ、持つと重みがあるものがおすすめです。

!

診療時間　午前9時～午後5時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。
●詳しくは、救急医療情報センター
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

紀北医師会休日診療当番表

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

12 月の健康カレンダー

か と う 小 児 科

日

日

日

12/8

12/22

12/29

月日 曜日 病 院　名

℡47-3341

電　　話

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象 こころの健康に関する悩みを持つ
方やご家族など

メンタルヘルスチェックはこちらから

持ち物：母子健康手帳、筆記用具

●  パパママ教室
日時：12 月 20 日（金）午前 10 時～11時
場所：東長島公民館
申し込み：12 月 13 日（金）まで
内容：妊婦さんとその配偶者（パートナー）を対象に、助産
師による妊娠中の健康管理などの話や、おむつ交換などの育
児体験を実施します。

お父さんお母さんのイベント

お子さまのイベント

● 幼児健診
日程：12 月 12 日（木）
場所：東長島公民館
※対象の方には通知いたします。忘れず受診してください。

● すくすく子育て相談
日時：12 月 18 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：海山総合支所けんこうの広場
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳
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12月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「五葉のまつり」/ 今村翔吾
「婚活マエストロ」/ 宮島未奈
「教養としての世界の政党」/ 山中俊之
「喫茶アネモネ③」/ 柘植文

■児童図書
「おめんです４」/ いしかわこうじ
「ふしぎ駄菓子屋 銭天堂 吉凶通り2」/ 廣嶋玲子
「絵本はたらく細胞５ 身近な病気とケガ かぜとたんこぶ
のひみつ」/牧村久実 清水茜

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「イッツ・ダ・ボム」/ 井上先斗
「新 謎解きはディナーのあとで２」/ 東川篤哉
「アウシュヴィッツの小さな厩番」
　　　 / ヘンリー・オースター  デクスター・フォード
「わたしが『わたし』を助けに行こう－自分を救う心理
学－」/ 橋本翔太

■児童図書
「つっきーとカーコのかぞく」/おくはらゆめ
「こねこねねこの ねこピッツァ」/くさかみなこ
「めくって学べるてんきのしくみ図鑑」/荒木健太郎

今月のピックアップ 今月のピックアップ

「さくらのまち」
三秋縋

実業之日本社

「 罪名、一万年愛す」
吉田修一

角川書店

日時 12 月 21 日（土）
　　　午前 11 時～
場所　海山図書室
手遊びやわらべ歌を交えて、もうす
ぐやってくるクリスマスを楽しめ
る絵本などを読み聞かせします♪

グーグルアースで世界旅行をしよう！

【問い合わせ・申し込み】
生涯学習センター ℡ 32-3915　教育委員会本庁生涯学習課 ℡ 46-3125

対象
町内在住または町内に勤務している方

募集期間　12 月 10 日（火）まで
会場・日時
●東長島公民館
12 月 18 日（水）午後 1 時 30分～
または 19 日（木）午前 10 時～
●生涯学習センター
12 月 20 日（金）午後 1 時 30分～

または21 日（土）午前 10 時～
※各回とも同じ内容で 1時間程度の講座
になります。

受講料　200 円
※受講当日にお支払いください。

定員 各回 4 名（先着順）
申し込み方法
　希望する日を電話にてお申し込みくださ
い。

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時 ※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906
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戸籍の窓
【令和6年10月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

お
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生
お
め
で
と
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子
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名
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保
護
者

東
長
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西
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石
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楓
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）

三　

浦　

西
村　

德
治　
（
82
歳
）

東
長
島　

松
野　
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（
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（
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（
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谷
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（
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東
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伊
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洋
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（
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大
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（
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東
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柳
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（
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ま
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昭
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（
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）
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塩
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松
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（
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矢
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引
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森
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勝
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（
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山
り
つ
子

（
90
歳
）

相　

賀　

濵
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晃
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（
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）
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ゆ
た
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（
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）
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紀
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（
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ご
冥
福
を
祈
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ま
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令
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６
年
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1
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〜
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善
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を
あ
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と
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〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）
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大
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弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

　行政に対してのご意見や、家庭や学校、地域
社会などでの人権問題についてのご相談をお受
けします。
日時・場所　12 月 6日（金）
午前 10 時～11時30分 社会福祉会館１階
※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もし
ものときに備えましょう。
日時　12 月 9日（月）　午後 1時～4時
場所　紀伊長島消防署
※申し込みは前日までにお願いします。
【問い合わせ・申し込み】
紀伊長島消防署　℡47- 0001

日 程 時 間 場 所
午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階午後2時30分～5時

12月
18日（水）

無料法律相談（予約制）

行政・人権相談

普通救命講習
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2024.12
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年
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：
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人
■
世
帯
数
：
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世
帯

■
男
：
6,562

人
　
　

女
：
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人

〒
519-3292

三
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県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

　紀北町民文化展が海山会場・長島
会場の 2 カ所で開かれました。会場
に展示されたさまざまな作品を来場
者は食い入るように見つめていまし
た。

紀北町民文化展

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の
前月の10日までにお申し込みください。

申し込みはこちらから

宮下　溜都ちゃん

令和 5年12 月 25 日生まれ

＜河内＞響さん

りと

りーちゃん 1 歳おめでとう♡♡これから
も元気いっぱいに大きくなってね♡

川村　碧音くん

令和 5年12 月 14 日生まれ

＜長島＞亮・紫織さん

あおと

我が家の末っ子くん　 みんなの宝物だ
よ♡元気にすくすく育ってね！

谷　龍王翔くん

令和 5年12 月 29 日生まれ

＜島原＞雄太・沙希さん

りおと

1 歳のお誕生日おめでとう♡りっくん、
これからも元気いっぱいでいてね♪
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